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1.はじめに

当初の目的

1 直交表を用いたブルウィップ効果シミュレーターの作成
2 そのシミュレーターをラズパイクラスタで並列処理

図 1　 EXCEL版シミュレーター
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2.　シミュレーター

シミュレーター

1 EXCEL版のシミュレーターの機能を持つ C言語のシミュ
レーター

2 リードタイムやロット数などの要因の水準を 0と 1で表した直
交表が書かれた CSVファイルを読み込むことで，ブルウィップ
効果等の結果が CSVファイルに出力される．

図 2　ブルウィップ効果の要因の直交表の例
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3.　結果

図 3　結果のファイル
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3.　結果

図 4　シミュレータ結果の一部（１）
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3.　結果

図 5　シミュレータ結果の一部（２）
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3.　結果

図 6　シミュレータ結果の一部（３）
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4.　おわりに

今後の課題

1 ラズパイクラスタで並列処理
2 直交表自動作成アルゴリズムの作成
3 実装していない要因の追加
4 新しい出力結果の考慮
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